
魅力満載の
ローカル線！ＪＲ飯田線
南信州 各駅停車の旅

長 野 県 南 信 州 地 域 振 興 局

これを持って、飯田線に乗り
　　　　　　　さあ！南信州へ出かけよう！

飯田駅開業 100周年記念

やわらかい方言が使われ、人も地域も温かく穏やかな南信州 
この地域ならではの魅力を、地元の県職員がブログでお伝えし
ています。 ぜひご覧ください！

本パンフレットに掲載している記事・写真は、平成26年から令和5年にかけて取材・撮影したものです。

飯田市上村
下栗の里

http://blog.nagano-ken.jp/shimoina/

長野県魅力発信ブログ　南信州地域版 南信州お散歩日和

南信州にお越しの際は
　　魅力満載のローカル線 飯田線 をご利用ください！

番外

豊 橋

 約 3 時間 約 30 分 約 1 時間 30 分 約 50 分

 特急伊那路 約 2 時間 10 分 約 15 分

天竜峡 飯 田 伊那市 岡 谷

令和６年３月発行　 編集発行：長野県南信州地域振興局
協力：長野県上伊那地域振興局
　　 愛知県東三河総局
　　 愛知県東三河総局新城設楽振興事務所
　　 静岡県西部地域局

※地域振興局長がリーダーシップを発揮し、地域課題解決や地域活性化のための取組を進めるため、
　他の県現地機関と連携調整し、自ら考え取り組む予算です。

このパンフレットは、地域振興推進費 ※により作成しました。

飯田駅開業100周年祝

2023年8月3日、JR飯田駅は開業から100周年の節目を迎えました。同日
行われた記念式典では、リニア中央新幹線の車両をイメージしてリニュー
アルされた待合所がお披露目されたほか、JR東海の社員の皆さんが毎朝
行っている「JR東海体操」が披露され、参加した皆さん一緒に身体を動か
しました。

2010年から運行開始された観光列車「急行 飯田線秘境駅号」
は、秘境駅を効率よく巡ることができると人気を集め、毎年春
と秋を中心に運行されています。南信州地域振興局では、管内
市町村・観光関係者の方々と一緒にJR飯田線平岡駅にて、おも
てなしを行っています。
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南信州は自然がいっぱい！見どころ満載！ 飯田線を飾る車両ラインナップ

このパンフレットができるまで

飯田線の顔といえば

飯田線の顔といえば

ちょっと優雅に旅するなら

出会えたら嬉しい

【３１３系】
飯田線で多く使用されている車両です。

【３７３系】
特急伊那路や臨時急行秘境駅号のほか、
一部普通電車に使用されています。

【ドクター東海】
国内初の気動車による在来線用の軌道・
電気総合試験車

【２１３系】
飯田線で多く使用されている車両です。

飯田線の安全を守る

南信州地域は、長野県南部に位置し、飯田市と下伊那郡13町
村で構成されています。
東側を南アルプス、西側を中央アルプスに囲まれ、ほぼ中央部
を天竜川が北から南へ流れています。
豊かな大自然に恵まれ、四季折々に美しい景色を楽しむこと
ができます。

ＪＲ飯田線は、愛知県豊橋駅から長野県上伊那郡辰野駅までの全長約195kmを結び、うち南信州地域の区間
（中井侍駅～上片桐駅）は約60kmです。
北部の沿線は、田園風景や特産である市田柿の柿の木が見られ、車窓からは雄大な南アルプスや中央アルプ
スを望むことができます。
南部の沿線は、天竜川に沿って線路が続き、トンネルの多さが特徴。車窓からは、美しい天竜川の渓谷を望む
ことができ、秋には色鮮やかな紅葉を楽しむことができます。

ＪＲ飯田線 豊橋駅 辰野駅

長野県南信州地域振興局では、県魅力発信ブログ南信州地域版「南信州お散歩日和」で、平成26年9月から約1年半に渡
り、飯田線各駅の魅力を伝える「飯田線シリーズ」を掲載してきました。おかげさまで、飯田線を知らなかった県内外の閲
覧者の皆様から、飯田線に乗ってみたくなったとのお声をいただき、平成28年3月「飯田線シリーズ」を一冊のパンフレット
にまとめ発行し平成29年8月20日をもって飯田線が全線開通80周年をむかえたことから沿革などを、また、平成30年7月
には、愛知県・静岡県の主な駅の紹介を加え、さらに令和元年5月にクールジャパンアワード2019を受賞したことを記念
し、再発行しました。そしてこのたび、令和5年に飯田駅が開業100周年を迎えたことを記念し、改訂版を発行することと
なりました。なお、南信州地域版ブログの紹介は最終ページにありますので、ご覧ください。

車窓から広がる

雄大な山並みと美しい天竜川の渓谷

飯田線は、毎日が観光列車です！

【２１１系】
快速みすずに使用されています。長野県
を走る車両は、淡いブルーとグリーンで
カラーリングされ、通称「長野色」と呼
ばれています。

南信州（飯田・下伊那地域）
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飯田線の沿革 飯田線の駅一覧
１ 路線距離　　東海道本線豊橋駅から中央本線辰野駅まで195.7kmの電化路線
 複線区間：豊橋駅～豊川駅間（8.7km）　 単線区間：豊川駅～辰野駅間（187.0km）
２ 駅　　数　　94駅（豊橋駅、辰野駅を含む。）
3 沿　　革
　(1) 飯田線の誕生

　飯田線の誕生は1943年（昭和18年）の国鉄による戦時買収・一本化まで遡ります。それ以前は私鉄４社（豊川鉄道、鳳来寺鉄道、
三信鉄道、伊那電気鉄道）が独自に整備・運行していました。

　(2) 飯田線誕生以前の鉄道
○豊川鉄道により豊橋側から工事が始まりました。1897年（明治30年）の吉田駅（現 豊橋駅）～一ノ宮駅（現 三河一宮駅）間の

開業にはじまり、1900年（明治33年）に新城駅～長篠駅（現 大海駅）間が開業しました。これにより、約３年の歳月を経て吉田
駅（現 豊橋駅）～長篠駅（現 大海駅）間が開業しました。

○長篠駅（現 大海駅）以北の区間については鳳来寺鉄道により整備され、1923年（大正12年）に長篠駅（現 大海駅）～三河川合駅
間が開業しました。これにより吉田駅（現 豊橋駅）～三河川合駅間が開業しました。

○1892年（明治25年）の鉄道敷設法で、中央線の長野県内ルートとして「伊那谷を経て名古屋に至るルート」「木曽谷を経て名古屋
に至るルート」が公表されました。最終的に木曽谷ルートに決定されたことから、伊那谷の有志らが「伊那電車軌道株式会社」（伊
那電気鉄道の前身）を設立し、1909年（明治42年）に辰野駅～松島駅（現 伊那松島駅）間が開業しました。さらに、松島駅（現 伊那
松島駅）以南について、1923年（大正12年）に飯田駅まで、1927年（昭和２年）に天竜峡駅までが開業しました。これにより、約18
年の歳月を経て辰野駅～天竜峡駅間が開業しました。

○吉田駅（現 豊橋駅）～三河川合駅間、辰野駅～天竜峡駅間の開業により、三河川合駅～天竜峡駅間の整備の構想が立ち上がり、こ
の区間を整備するため三信鉄道が設立されました。1932年(昭和７年）の天竜峡駅～門島駅間の開業にはじまり、1937年(昭和12
年）に大嵐駅～小和田駅間が開業しました。これにより、約５年の歳月を経て三河川合駅～天竜峡駅間が開業しました。

○1897年（明治30年）の豊川鉄道による吉田駅（現 豊橋駅）～一ノ宮駅（現 三河一宮駅）間の開業から、1937年（昭和12年）の三信
鉄道による大嵐駅～小和田駅間の開業まで、約40年の歳月を経て吉田駅（現 豊橋駅）～辰野駅間が１本の路線で結ばれました。

豊川鉄道
（豊橋駅～大海駅）

鳳来寺鉄道
（大海駅～三河川合駅）

三信鉄道
（三河川合駅～天竜峡駅）

伊那電気鉄道
（天竜峡駅～辰野駅）

1897年(明治30年) 豊橋駅～三河一宮駅間 開業
1898年(明治31年) 三河一宮駅～新城駅間 開業
1900年(明治33年) 新 城 駅～大 海 駅 間 開業
1909年(明治42年) 辰野駅～伊那松島駅間 開業
1911年(明治44年) 伊那松島駅～北殿駅間 開業

1913年(大正2年) 伊那市駅～宮田駅間 開業
1912年(明治45年) 北 殿 駅～伊那市駅間 開業

1914年(大正3年) 宮田駅～伊那福岡駅間 開業
1918年(大正7年) 伊那福岡駅～高遠原駅間 開業
1920年(大正9年) 高遠原駅～上片桐駅間 開業
1922年(大正11年)

大海駅～三河川合駅間 開業
上片桐駅～伊那大島駅間 開業

1923年(大正12年) 伊那大島駅～飯田駅間 開業
1925年(大正14年) 豊橋駅～大海駅間 電化 大海駅～三河川合駅間 電化
1926年(大正15年) 飯田駅～伊那八幡駅間 開業
1927年(昭和2年) 伊那八幡駅～天竜峡駅間 開業
1932年(昭和7年) 天竜峡駅～門島駅間 開業
1933年(昭和8年) 三河川合駅～東栄駅間 開業
1934年(昭和9年) 東栄駅～中部天竜駅間 開業
1935年(昭和10年) 門島駅～温田駅間 開業

1936年(昭和11年) 温田駅～小和田駅間 開業
中部天竜駅～大嵐駅間 開業

1937年(昭和12年) 大嵐駅～小和田駅間 開業

2013年(平成25年) 鼎駅、元善光寺駅、沢渡駅、伊那北駅が無人化。市田駅、伊那大島駅、飯島駅、駒ケ根駅、伊那松島駅が自治体へ委託
長野県内のＪＲ管理の有人駅は、天竜峡駅、飯田駅、伊那市駅となる

2017年(平成29年) 飯田線全線開通80周年
2019年(令和元年) 急行「飯田線秘境駅号」クールジャパンアワード2019受賞
2020年(令和2年) 急行「飯田線秘境駅号」10周年
2023年(令和5年) 飯田駅開業100周年

1943年(昭和18年) 豊川鉄道、鳳来寺鉄道、三信鉄道、伊那電気鉄道の私鉄4社が国有化され、「飯田線」となる

1992年(平成4年) 臨時急行「伊那路」（豊橋駅～飯田駅間）運行
1988年(昭和63年) 急行「かもしか」廃止。

1996年(平成8年) 臨時急行「伊那路」を特急として定期化。元善光寺駅～辰野駅間の貨物列車の運行終了
2010年(平成22年) 「秘境駅号」運行

1986年(昭和61年) 急行「こまがね」廃止。急行「天竜」を「かもしか」に改称。一部を快速「みすず」として運行
1987年(昭和62年) 国鉄分割民営化。ＪＲ東海が継承。豊川駅～元善光寺駅間の貨物列車の運行終了

1968年(昭和43年) 急行「赤石」「天竜」の一部（新宿編成）を「こまがね」に改称
1983年(昭和58年) 急行「伊那」廃止。急行「天竜」を快速化（松本以南）

1961年(昭和36年) 準急「伊那」（名古屋駅～辰野駅間）、準急「天竜」（新宿駅～飯田駅間）運行
1963年(昭和38年)
1966年(昭和41年)

準急「赤石」（新宿駅～飯田駅間）運行
準急「伊那」「天竜」「赤石」を急行化

大嵐駅～小和田駅間
の開業により、豊橋駅
～辰野駅間が全線開
通となる。
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＊秘境駅ランキング ： 牛山隆信氏ＨＰ（https://hikyoueki.sakura.ne.jp/）の
　　　　　　　　　 “2023年度版”秘境駅ランキングによるものです
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飯田線の沿革 飯田線の駅一覧
１ 路線距離　　東海道本線豊橋駅から中央本線辰野駅まで195.7kmの電化路線
 複線区間：豊橋駅～豊川駅間（8.7km）　 単線区間：豊川駅～辰野駅間（187.0km）
２ 駅　　数　　94駅（豊橋駅、辰野駅を含む。）
3 沿　　革
　(1) 飯田線の誕生

　飯田線の誕生は1943年（昭和18年）の国鉄による戦時買収・一本化まで遡ります。それ以前は私鉄４社（豊川鉄道、鳳来寺鉄道、
三信鉄道、伊那電気鉄道）が独自に整備・運行していました。

　(2) 飯田線誕生以前の鉄道
○豊川鉄道により豊橋側から工事が始まりました。1897年（明治30年）の吉田駅（現 豊橋駅）～一ノ宮駅（現 三河一宮駅）間の

開業にはじまり、1900年（明治33年）に新城駅～長篠駅（現 大海駅）間が開業しました。これにより、約３年の歳月を経て吉田
駅（現 豊橋駅）～長篠駅（現 大海駅）間が開業しました。

○長篠駅（現 大海駅）以北の区間については鳳来寺鉄道により整備され、1923年（大正12年）に長篠駅（現 大海駅）～三河川合駅
間が開業しました。これにより吉田駅（現 豊橋駅）～三河川合駅間が開業しました。

○1892年（明治25年）の鉄道敷設法で、中央線の長野県内ルートとして「伊那谷を経て名古屋に至るルート」「木曽谷を経て名古屋
に至るルート」が公表されました。最終的に木曽谷ルートに決定されたことから、伊那谷の有志らが「伊那電車軌道株式会社」（伊
那電気鉄道の前身）を設立し、1909年（明治42年）に辰野駅～松島駅（現 伊那松島駅）間が開業しました。さらに、松島駅（現 伊那
松島駅）以南について、1923年（大正12年）に飯田駅まで、1927年（昭和２年）に天竜峡駅までが開業しました。これにより、約18
年の歳月を経て辰野駅～天竜峡駅間が開業しました。

○吉田駅（現 豊橋駅）～三河川合駅間、辰野駅～天竜峡駅間の開業により、三河川合駅～天竜峡駅間の整備の構想が立ち上がり、こ
の区間を整備するため三信鉄道が設立されました。1932年(昭和７年）の天竜峡駅～門島駅間の開業にはじまり、1937年(昭和12
年）に大嵐駅～小和田駅間が開業しました。これにより、約５年の歳月を経て三河川合駅～天竜峡駅間が開業しました。

○1897年（明治30年）の豊川鉄道による吉田駅（現 豊橋駅）～一ノ宮駅（現 三河一宮駅）間の開業から、1937年（昭和12年）の三信
鉄道による大嵐駅～小和田駅間の開業まで、約40年の歳月を経て吉田駅（現 豊橋駅）～辰野駅間が１本の路線で結ばれました。

豊川鉄道
（豊橋駅～大海駅）

鳳来寺鉄道
（大海駅～三河川合駅）

三信鉄道
（三河川合駅～天竜峡駅）

伊那電気鉄道
（天竜峡駅～辰野駅）

1897年(明治30年) 豊橋駅～三河一宮駅間 開業
1898年(明治31年) 三河一宮駅～新城駅間 開業
1900年(明治33年) 新 城 駅～大 海 駅 間 開業
1909年(明治42年) 辰野駅～伊那松島駅間 開業
1911年(明治44年) 伊那松島駅～北殿駅間 開業

1913年(大正2年) 伊那市駅～宮田駅間 開業
1912年(明治45年) 北 殿 駅～伊那市駅間 開業

1914年(大正3年) 宮田駅～伊那福岡駅間 開業
1918年(大正7年) 伊那福岡駅～高遠原駅間 開業
1920年(大正9年) 高遠原駅～上片桐駅間 開業
1922年(大正11年)

大海駅～三河川合駅間 開業
上片桐駅～伊那大島駅間 開業

1923年(大正12年) 伊那大島駅～飯田駅間 開業
1925年(大正14年) 豊橋駅～大海駅間 電化 大海駅～三河川合駅間 電化
1926年(大正15年) 飯田駅～伊那八幡駅間 開業
1927年(昭和2年) 伊那八幡駅～天竜峡駅間 開業
1932年(昭和7年) 天竜峡駅～門島駅間 開業
1933年(昭和8年) 三河川合駅～東栄駅間 開業
1934年(昭和9年) 東栄駅～中部天竜駅間 開業
1935年(昭和10年) 門島駅～温田駅間 開業

1936年(昭和11年) 温田駅～小和田駅間 開業
中部天竜駅～大嵐駅間 開業

1937年(昭和12年) 大嵐駅～小和田駅間 開業

2013年(平成25年) 鼎駅、元善光寺駅、沢渡駅、伊那北駅が無人化。市田駅、伊那大島駅、飯島駅、駒ケ根駅、伊那松島駅が自治体へ委託
長野県内のＪＲ管理の有人駅は、天竜峡駅、飯田駅、伊那市駅となる

2017年(平成29年) 飯田線全線開通80周年
2019年(令和元年) 急行「飯田線秘境駅号」クールジャパンアワード2019受賞
2020年(令和2年) 急行「飯田線秘境駅号」10周年
2023年(令和5年) 飯田駅開業100周年

1943年(昭和18年) 豊川鉄道、鳳来寺鉄道、三信鉄道、伊那電気鉄道の私鉄4社が国有化され、「飯田線」となる

1992年(平成4年) 臨時急行「伊那路」（豊橋駅～飯田駅間）運行
1988年(昭和63年) 急行「かもしか」廃止。

1996年(平成8年) 臨時急行「伊那路」を特急として定期化。元善光寺駅～辰野駅間の貨物列車の運行終了
2010年(平成22年) 「秘境駅号」運行

1986年(昭和61年) 急行「こまがね」廃止。急行「天竜」を「かもしか」に改称。一部を快速「みすず」として運行
1987年(昭和62年) 国鉄分割民営化。ＪＲ東海が継承。豊川駅～元善光寺駅間の貨物列車の運行終了

1968年(昭和43年) 急行「赤石」「天竜」の一部（新宿編成）を「こまがね」に改称
1983年(昭和58年) 急行「伊那」廃止。急行「天竜」を快速化（松本以南）

1961年(昭和36年) 準急「伊那」（名古屋駅～辰野駅間）、準急「天竜」（新宿駅～飯田駅間）運行
1963年(昭和38年)
1966年(昭和41年)

準急「赤石」（新宿駅～飯田駅間）運行
準急「伊那」「天竜」「赤石」を急行化

大嵐駅～小和田駅間
の開業により、豊橋駅
～辰野駅間が全線開
通となる。
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